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亀岡市立小中学校の規模適正化に向けた歩み 

＜亀岡中学校ブロック＞ 

 

▶H28.06.02 「第１回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

◇学校規模適正化基本方針について 

◇学校規模適正化（短期的取組）ロードマップについて 

▶H30.06.18 「平成３０年度第１回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

        ◇別院中学校ブロックの取組について 

◇東輝・詳徳中学校ブロックの取組について 

◇亀岡中学校ブロックの取組について 

▶H30.06.07  亀岡駅北土地区画整理事業に伴う町名変更等に係る理事者協議 

▶H30.07.19 「平成３０年度第１回亀岡中学校ブロック協議会」 

◇亀岡市学校規模適正化について 

◇亀岡中学校ブロックについて 

▶H30.12.25  亀岡駅北土地区画整理事業に伴う町名変更等に係る理事者協議 

▶H31.02.18 「第平成３０年度２回亀岡中学校ブロック協議会」 

◇亀岡駅北土地区画整理事業の経過報告について 

◇保津小学校小規模特認校制度について 

▶H31.03.22 「平成３０年度第２回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

◇亀岡中学校ブロックの取組について 

◇別院中学校ブロックの取組について 

◇東輝・詳徳中学校ブロックの取組について 

▶R01.07.24 「令和元年度第１回亀岡中学校ブロック協議会」 

◇亀岡駅北土地区画整理事業の経過報告について 

▶R01.09.05  亀岡駅北地区～城西小学校、亀岡小学校へ 「通学路点検」 

▶R01.09.26 「令和元年度第 2 回亀岡中学校ブロック協議会」 

◇亀岡駅北土地区画整理事業地域等の学校区について 

▶R01.10.28 つつじヶ丘小学校から亀岡中学校に通う亀岡地区東部地域（上矢田町、
中矢田町、下矢田町の一部、古世町の一部）「保護者説明会」 

▶R01.11.08   亀岡駅北土地区画整理事業組合から市長・教育長へ要望書提出 

▶R01.11.11 「令和元年度第 3 回亀岡中学校ブロック協議会」 

◇亀岡駅北土地区画整理事業地域等の学校区について 

▶R01.11.29  亀岡駅自由通路 のどかめロード 「通学路点検」 

▶R01.12.03  亀岡地区東部地域から亀岡小学校への「通学路点検」 

▶R01.12.06  亀岡地区東部地域から東輝中学校への「通学路点検」 

▶R01.12.26 「令和元年度第４回亀岡中学校ブロック協議会」 
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◇亀岡駅北土地区画整理事業地域等の学校区について 

▶R02.01.14 「令和元年度第１回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

◇東輝・詳徳中学校ブロックの取組について 

◇別院中学校ブロックの取組について 

◇育親中学校ブロックの取組について 

◇亀岡中学校ブロックの取組について 

▶R02.02.05 亀岡地区東部自治会から教育長へ要望書提出 

▶R02.02.18 「臨時亀岡市教育委員会」 

         ◇児童生徒の入学すべき学校区を指定する規則の一部を改正する規則の一部

を改正する規則の制定について 

▶R02.07.31 つつじヶ丘小学校から亀岡中学校に通う亀岡地区東部地域（上矢田町、
中矢田町、下矢田町の一部、古世町の一部）「保護者説明会」 

▶R02.10.30 亀岡地区東部地域から亀岡小学校へ「通学路点検（２ルート）」 

▶R02.11.11 「令和 2 年度第１回亀岡中学校ブロック協議会」 

◇亀岡駅北土地区画整理事業地域の学校区についての報告 

◇亀岡地区東部地域について 

▶R02.12.14 亀岡地区東部地域（上矢田町、中矢田グリーンタウン）住民説明会 

▶R02.12.18 亀岡地区東部地域（下矢田町【大末、西法楽寺、東法楽寺、堀ノ内垣
内、君塚】）住民説明会 

▶R02.12.22 亀岡地区東部地域（中矢田町第一、第二中矢田町、古世町【石塚、大
垣内、寒谷、芝原、千歳山、西向林、東向林、矢田山】）住民説明会 

▶R03.03.27 （午前・午後）亀岡地区東部地域（上矢田町、中矢田町、下矢田町の
一部、古世町の一部）「保護者説明会」  

▶R03.04.09 下矢田町君塚自治会から市長・教育長へ要望書提出 

 



～本日の議題～

亀岡地区東部地域について
（１）小中連携・小中一貫教育に向けた取組の経過
（２）亀岡地区東部地域の学校区（案）
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亀岡地区東部地域について
（１）小中連携・小中一貫教育に向けた取組の経過

・【Ｈ28.6.28】東輝・詳徳中学校ブロック協議会で小中連携・小中
一貫教育を実現するため、
「つつじケ丘小→東輝中」を提案

・【Ｈ30.7.19】Ｈ３０年度第１回亀岡中学校ブロック協議会で、
「つつじケ丘小→東輝中」
「亀岡小→亀岡中」 の２案で検討（資料１）

・【Ｒ1.10.28】 【Ｒ2.7.31】
小中連携・小中一貫教育について、つつじケ丘小学校に通う亀岡地
区の保護者を対象とした説明会の実施
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◎小中連携・小中一貫教育とは

・小学校から中学校への進学において、新しい環境での学

習や生活へ移行する段階で、不登校等の生徒指導上の諸

問題に繋がる事態【中１ギャップ】に、子どもたちが直

面しないように小中学校の接続を円滑化するものです。

・亀岡市では、中１ギャップをなくすと共に、小中学校の

教職員が連携、協働を図り、中学校卒業時に必要な学力

と社会性等を習得させる教育環境を整えるために、小中

連携・小中一貫教育に向けての取組を進めています。
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亀岡地区東部地域の学校区について（Ｈ３０年度第１回資料より）

4

○つつじケ丘小学校から亀岡中学校へ進学す

る地域を、小中連携を進めるため、①又は②

へ見直す。

①つつじケ丘小学校 ⇒ 東輝中学校

②亀岡小学校 ⇒ 亀岡中学校

年度
Ｈ30

（2018）
Ｈ35

（2023）

つつじケ丘小学校
児童数 696 643

学級数 24 21

東輝中学校
生徒数 719 579

学級数 19 13

年度
Ｈ30

（2018）
Ｈ35

（2023）

亀岡小学校
児童数 552 665

学級数 18 20

亀岡中学校
生徒数 520 577

学級数 14 15

＜①の場合＞

＜②の場合＞

資料１



（２）亀岡地区東部地域の学校区（案）

①小中連携・小中一貫教育を推進
～子どもたちにとってより良い教育環境の整備～

②地域と学校の関わりが重要
～地域に根差した学校づくり～

「亀岡小学校区、亀岡中学校区」とする
（小学校区の変更「つつじケ丘小学校→亀岡小学校」）
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①亀岡地区東部地域の小中連携・小中一貫教育を推進
～子どもたちにとってより良い教育環境の整備～

・亀岡中学校ブロックでは、つつじケ丘小学校から亀岡中学校
と東輝中学校に分かれて進学しており、小中連携・小中一貫教
育を進めるうえでの課題となっています。

・亀岡市教育委員会はその課題を解消するために現状のままの
校区ではなく、

『亀岡小学校 → 亀岡中学校』

『つつじケ丘小学校 → 東輝中学校』

の２案でこれまで検討してまいりました。
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・地域が学校を支え学校が地域の核となるように、地域と学校
の繋がりは重要です。

・祭りや行事など、子どもたちにとって、地域の伝統的な文化
や歴史に触れることは貴重な経験となっています。

・同じ地域から分かれて進学していることは地域の一体性の観
点から見て望ましくない状況です。また、

『亀岡中学校から東輝中学校へ校区を変更』
すると、亀岡地区東部地域との結びつきが薄まり、地域に根
差した教育が失われる可能性があります。

7

②地域と学校の関わりが重要
～地域に根差した学校づくり～



教室数について
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亀岡小学校区とした場合



亀岡小学校の児童数

項目 Ｒ２実数
Ｒ３

（2021）
Ｒ４

（2022）
R５

（2023）
Ｒ６

（2024）
Ｒ７

（2025）

児童数 533 526 524 532 549 548

学級数 23 22 23 24 24 23

児童数 533 526 669 684 690 677

学級数 23 22 26 27 27 27

１）児童数はR2.4.10の住民基本台帳を基に作成
     ※亀岡駅北土地区画整理事業地域については、他の分譲地を基に児童数を予測しています。

２）学級数は児童数から機械的に算出(特別支援学級数も含めている)
　　・小学校は全学年１学級を３５人を上限とした数 

27

亀岡地区からつつじケ丘
小学校へ通学する児童数
を加えた場合(R4～)

現在の学校区
（駅北含む）※

普通教室の数

9

資料２

（根拠）令和２年～令和７年度 児童数の推移予測

亀岡小学校の教室数は不足しない見込みです。



亀岡中学校の生徒数

項目 Ｒ２実数
Ｒ３

（2021）
Ｒ４

（2022）
R５

（2023）
Ｒ６

（2024）
Ｒ７

（2025）

生徒数 509 541 560 594 586 595

学級数 19 19 20 20 20 20

１）生徒数はR2.4.10の住民基本台帳を基に作成
     ※亀岡駅北土地区画整理事業地域については、他の分譲地を基に生徒数を予測しています。

２）学級数は生徒数から機械的に算出(特別支援学級数も含めている)
　　・中学校は全学年１学級を40人を上限とした数

25

現在の学校区
（駅北含む）※

普通教室の数
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資料２

（根拠）令和２年～令和７年度 生徒数の推移予測

亀岡中学校の教室数は不足しない見込みです。



通学路の距離と国道９号線の横断について
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亀岡小学校区とした場合



２ルートの通学路を検証

現在亀岡小学校の児童が利用している通学路（資料３のＡ

ルート）は、国道９号線の赤信号時のたまり場が狭く、青信
号の時間も短いです。

現在、約３０人が登校していますが『小学校区を変更』し
た場合、約１５０人の児童が増えます。

青信号の時間が短いことや児童数が約１８０人まで増える
ことを考えると、全員が渡りきるのに時間がかかります。

以上のことから、課題を解消するため、他の通学路がない

か検証しました。
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❶のＡルートの場合

【通学距離】2000ｍ
【所要時間】約３０分
【特徴】
・国道９号線（ 地図上★１）の箇所における横断歩道を渡る回
数は１回です。青信号の時間は約１５秒で、赤信号の時間は
約２分２０秒です。

・待ち時間における溜まり場については、現在、国において歩
道の拡幅整備を進められています。

・終始、平坦な道が続きます。

通学路として利用できます。
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❶のＢルートの場合
【通学距離】2400ｍ

【所要時間】約４０分

【特徴】

・国道９号線（ 地図上★２）の箇所における横断歩道を渡る回数は

３回です。内訳は、横断回数が２回、縦断回数が１回です。

横断時の青信号の時間は約６０秒で、赤信号の時間は約１分３０秒

です。縦断時の青信号の時間は約２０秒で、赤信号の時間は約２分

２０秒です。

・待ち時間における溜まり場については、十分な広さがあります。

・終始、平坦な道が続きます。

通学路として利用できます。
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「亀岡小学校区、亀岡中学校区」とする
（小学校区の変更 「つつじケ丘小学校→亀岡小学校」）

・小中連携・小中一貫教育を推進しています。

・地域と学校の関わりが重要です。

・亀岡小学校、亀岡中学校の教室数は不足しない見込みで

す。

・２ルートの通学路を利用することで登校班を分散するこ

とができます。
15

（案）



 

凡 例 

主な通学路  

学校規模適正化実施区域  

●亀岡小学校 ●亀岡中学校 

アミティ 

沼田モータース 

ムツミ病院 

ステーキ宮 

ゲオ 

亀岡病院 

ルイジアナママ 

アヤハディオ 

さかべ整形外科 

亀岡小学校通学路（案） 

タイヤ館 

国道９号 

Ⓐ1,800ｍ 

Ⓑ2,200ⅿ 

Ⓐルート 

Ⓑルート 

サンスポーツ 

Ⓐ2,000ｍ 

Ⓑ2,400ⅿ 

Ⓐ1,000ｍ 

Ⓑ1,400ⅿ 

Ⓐ1,600ｍ 

Ⓑ2,000ⅿ 
❶ 

★２ 

★１ 

★２の箇所について 

【特徴】 

・国道９号線（ 地図上★２）の箇所にお

ける横断歩道を渡る回数は３回です。

内訳は、横断回数が２回、縦断回数が

１回です。 

横断時の青信号の時間は約６０秒で、

赤信号の時間は約１分３０秒です。縦

断時の青信号の時間は約２０秒で、赤

信号の時間は約２分２０秒です。 

・待ち時間における溜まり場について

は、十分な広さがあります。 

・終始、平坦な道が続きます。 

★１の箇所について 

【特徴】 

・国道９号線（ 地図上★１）の箇所にお

ける横断歩道を渡る回数は１回で、青

信号の時間は約１５秒で、赤信号の時

間は約２分２０秒です。 

・待ち時間における溜まり場については、

現在、国において歩道の拡幅整備を進

められています。 

・終始、平坦な道が続きます。 

資料３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組スケジュール

　 　

　 　

つつじケ丘
　　　小学校
亀岡小学校

４
月
開
始

（
入
学

）

教育委員会
事務局

１２ヶ月程度６ヶ月程度

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

ＰＴＡ役員等との通学路の安全確認・点検、関係部署機関等と連携して整備

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

児童の負担や不安の軽減対応

入学説明会

の案内
入学説明会

の案内

入学期日

及び学校

指定通知

就学時検

診の案内

学校を移る児童に対する

学校間交流等の検討・実施
学校を移る児童に対する学校間交流等の実施

学校を移る児童の

送別会等

学校間の教育課程の整合、移動準備

（教育課程の編成、年間指導計画、行事計画などの検討）

学校間の教育課程の整合と備品や書類等

の移動実施等学校間の教育課程の整合、移動準備

卒
業
式
・
入
学
式

児童や保護者の負担や不安の軽減に係る取組 （教職員等の配置・学校施設整備・学用品等）

保
護
者
・
住
民
へ
の
お
知
ら
せ

新ＰＴＡ活動の調整・準備

（規約、役員選出、予算、事業計画）

就
学
時
検
診
（
小
学
校
）

ＰＴＡ役員間での調整、次年度PTA役員の

選出 ＜規約の変更等準備＞

入
学
説
明
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

児
童
へ
の
説
明

開
始
年
度
に
５
年
生
、
６
年
生
と
な
る

保
護
者
へ
の
意
向
確
認

地
域
別
推
進
協
議
会

通
学
区
域
見
直
し
案
の
決
定

＝

教
育
委
員
会
会
議

・先生の配置 

  児童の不安感に配慮した先生の配置を考えていきます。 

 

・スクールカウンセラーの配置 

  児童の心のケアや支援を行うため、スクールカウンセラーを配置しています。現在、つつじケ丘小

学校と亀岡小学校には既に配置しているので、継続して配置できるよう京都府教育委員会へ働きかけ

を行うなど対応していきます。 

 

〔保護者の負担軽減〕 

  保護者対象の学校説明会の開催や学校行事の調整などを考えていきます。 

また、学用品等について、各学校と相談する中で学校を移っていただく場合でもこれまでのものを

引き続き使用できるようにしています。校章等の入ったものについては新しいものを教育委員会で準

備します。 

 

決定までの流れ 

  亀岡中学校ブロック協議会、東輝・詳徳中学校ブロック協議会と地域別推進協議会で議論をいただい

た後、教育委員会で会議を開いて議決します。 

 

〇校区見直し実施年度までの間に、学校や関係機関と連携しながら、児童生徒や保護者の不安や負担

を軽減できるよう取り組みを進めていきます。 

〔実施方法〕 

  基本的に新１年生から新６年生まで移動していただきますが、実施年度に限り、新 5 年生と新 6

年生は従来校を選択いただくことも可能です。 

 

〔通学路整備〕 

  保護者の皆様や学校等の意見も聞きながら、手立てが必要な箇所について、ソフト、ハードの両

面からできる限り対策が行えるよう考えていきます。 

 

〔児童の不安軽減〕 

・学校交流 

  学校を移っていただく児童が不安なく新しい学校に移っていただけるよう、学校と相談して学校

間での交流活動を実施するなど、子どもたちがお互いを知りあう時間をできるだけもてるよう考え

ていきます。 

 

・学級編成時の配慮 

  学校を移っていただく児童が、学級編成によって不安になるようなことがないよう、クラス内で

一定数集めるなど状況に応じた対応を行っていきます。 

【参考】令和２年４月から校区見直しを実施した地域を参考にした取組およびスケジュール（案） 
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亀岡市立小中学校の規模適正化に向けた歩み 

＜東輝・詳徳中学校ブロック＞ 

▶H25.8 「亀岡市教育振興基本計画」策定 
重点目標 3 学校の教育力の向上と魅力ある学校づくりの推進 

(2) 学校規模適正化の検討 

▶H26.08.07 「第 1 回亀岡市学校規模適正化検討会議」現状と課題の把握 
委    員 20 人以内 
構    成 学識経験者、PTA 連絡協議会代表、小中学校長会代表、自治会連合

会幹事、公募市民、教育関係団体、教育委員会など  

▶H26.10.02 「第 2 回亀岡市学校規模適正化検討会議」アンケート(案)の検討 

▶「子どもたちのより良い教育環境について考えるアンケート①」の実施 
調査期間 H26.11.19～12.10 
調査対象及び有効回答数 

市民 625 人/1,800 人(無作為抽出) 34.7% 
保護者及び児童生徒 789 人/1,030 人(小 2・5、中 2)  76.6% 
学校関係者  292 人/295 人(任意提出)  99.0% 

▶H27.01.27 「第 3 回亀岡市学校規模適正化検討会議」アンケート結果の確認 

▶H27.03.24 「第 4 回亀岡市学校規模適正化検討会議」先行事例等の研究 

▶H27.06.04 「第 5 回亀岡市学校規模適正化検討会議」適正化の方向性 

▶「子どもたちのより良い教育環境について考えるアンケート②」の実施 
調査期間 H27.06.24～07.06 
調査対象及び有効回答数 

小学校の保護者 611 人/956 人(小 2・5) 63.9% 
中学校の保護者 156 人/267 人(中 2)  58.4% 

▶H27.09.03 「第 6 回亀岡市学校規模適正化検討会議」アンケート結果の確認 

▶H27.11.10 「第 7 回亀岡市学校規模適正化検討会議」提言(案)の作成 

▶H27.12.25 「第 8 回亀岡市学校規模適正化検討会議」提言のとりまとめ 

▶H28.01.18 提言 

▶H28.02.10～3.11 パブリックコメント 
意 見 数 64 件(37 人)  一般的な反対意見、保津小の存続など 

▶H28.3 「亀岡市学校規模適正化基本方針」策定 
背景・基本的な考え方・今後の進め方・地域別の方向性など 
取    組  短期(H28～30)・中期(～H33)・長期(H34～) 
「(仮称)学校規模適正化地域別推進協議会」の設置 
「(仮称)○○中学校区適正化実施計画」の策定  ⇨より良い教育環境の実現 
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▶H28.06.02 「第 1 回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

        ◇学校規模適正化基本方針について 

         ◇学校規模適正化（短期的取組）ロードマップについて 

▶H28.06.28 「第 1 回東輝・詳徳中学校ブロック協議会」校区の見直し 

        ◇学校規模適正化基本方針について 

         ◇東輝・詳徳中学校ブロック学校規模適正化実施計画（案）について 

▶H28.07.21  安詳小学校 PTA 会長と協議 

▶H28.07.21  安詳小学校「PTA 説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.08.02 詳徳小学校「PTA 説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.08.06 篠町自治会「役員説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.08.08 つつじヶ丘小学校「PTA 説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.08.19 西つつじヶ丘自治会「役員説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.08.20 南つつじヶ丘自治会「役員説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.08.20 東つつじヶ丘自治会「役員説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.08.25 東輝中学校「PTA 説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.08.26 亀岡地区東部自治会「住民説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.08.29 亀岡地区下矢田町君塚自治会「概要説明」 

▶H28.08.30 詳徳中学校「PTA 説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.09.01 「第２回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」中間報告 

        ◇学校規模適正化推進の状況報告について 

◇小規模特認校の募集等について 

▶H28.09.07  安詳小学校 PTA 会長と協議 

▶H28.09.12 亀岡地区下矢田町君塚自治会長と協議 

▶H28.09.16 亀岡市 PTA 連合会説明会 

▶H28.09.28 安詳小学校「住民説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.10.04 南つつじヶ丘小学校「住民説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.10.06 詳徳小学校「住民説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.10.11 つつじヶ丘小学校「住民説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.10.26 第六見晴区周辺「地区説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.10.27 野条周辺「地区説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.11.01 森周辺「地区説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.11.02 曙台・広田３丁目周辺「地区説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.11.07 篠・フェスタ・夕日ケ丘周辺「地区説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.11.15  自治会連合会長と教育長面談 

▶H28.11.24 森洗川区「地区説明会」 概要説明、意見聴取 
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▶H28.11.25 メディアス区「地区説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.12.01 「第２回東輝・詳徳中学校ブロック協議会」 

◇当初計画案と住民説明会等の状況について 

         ◇計画の見直し案と対応について 

▶H29.01.12 「第３回東輝・詳徳中学校ブロック協議会」 

◇計画見直し案と対応について 

▶H29.01.19 「第３回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

        ◇前回会議（9/1）以降の主な取組み等について 

◇今後の進め方について 

▶H29.01.30  亀岡地区東部自治会と協議 

▶H29.03.13  亀岡地区東部自治会と協議 

▶H29.03.29 「第４回東輝・詳徳中学校ブロック協議会」 

◇計画見直し案と対応について 

▶H29.07.04 つつじケ丘小学校「PTA 役員説明会」説明、意見聴取 

▶H29.07.07 南つつじケ丘小学校「PTA 役員説明会」説明、意見聴取 

▶H29.07.09 亀岡地区東部自治会「役員説明会」説明、意見聴取 

▶H29.07.10 安詳小学校「PTA 役員説明会」説明、意見聴取 

▶H29.07.12 詳徳小学校「PTA 役員説明会」説明、意見聴取 

▶H29.08.01 東輝中学校「PTA 役員説明会」説明、意見聴取 

▶H29.08.01 詳徳中学校「PTA 役員説明会」説明、意見聴取 

▶H29.08.05 篠町自治会「区長会説明会」説明、意見聴取 

▶H29.08.18 西つつじケ丘自治会「町内会長会説明会」説明、意見聴取 

▶H29.08.19 南つつじケ丘自治会「区長会説明会」説明、意見聴取 

▶H29.08.27 東つつじケ丘自治会「区長会説明会」説明、意見聴取 

▶H29.08.30 篠町野条・ひばりヶ丘区「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H29.09.02 曙台４丁目（７区・８区）「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H29.09.05 篠町森（各区）「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H29.09.08 篠町篠・フェスタ・夕日ヶ丘区「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H29.09.23 篠町みどりヶ丘区「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H29.09.30 篠町ひばりヶ丘区「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H29.10.01 篠町花水木台区「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H29.10.21 篠町森洗川区「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H29.10.31 曙台４丁目（７区）「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H29.11.03 曙台４丁目（８区）「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H29.11.30 「平成２９年度第 1 回東輝・詳徳中学校ブロック協議会」 

        ◇計画の見直し案について 



 

4 
 

         ◇住民説明会等の報告 

         ◇今後の取組について 

▶H30.01.24 曙台４丁目（７区・８区）「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H30.01.25 篠町篠・フェスタ・夕日ヶ丘区「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H30.01.30 篠町野条・ひばりヶ丘・森洗川区「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H30.01.31 篠町森（森・洗川区を除く各区）「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H30.02.08 東輝・詳徳中ブロックの小中学校「ＰＴＡ役員説明会」 

▶H30.02.28 「平成２９年度第２回東輝・詳徳中学校ブロック協議会」 

◇「通学区域の見直し」（最終案）について 

         ◇住民説明会等の報告 

         ◇今後の取組について 

▶H30.03.09 篠町野条・ひばりヶ丘「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H30.03.13 篠町森洗川区「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H30.03.15 篠町森・森東・森宮区「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H30.03.20 篠町みどりヶ丘・花水木台区「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H30.03.27 曙台４丁目（８区）「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H30.03.28 曙台４丁目（７区）「地区説明会」説明、意見聴取 

▶H30.05.31 「平成３０年度第 1 回東輝・詳徳中学校ブロック協議会」 

◇住民説明会の報告等について 

◇今後の取組について 

▶H30.06.18 「平成３０年度第１回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

        ◇別院中学校ブロックの取組について 

◇東輝・詳徳中学校ブロックの取組について 

◇亀岡中学校ブロックの取組について 

▶H30.06.26 「臨時亀岡市教育委員会」 

        ◇児童生徒の入学すべき学校区を指定する規則の一部を改正する規則の制定

について 

▶H30.07.11 篠町花水木台地域「保護者との通学路点検」 

▶H30.07.17 篠町森宮地域「保護者との通学路点検」 

▶H30.07.18 篠町森東地域（森下タン条）「保護者との通学路点検」 

▶H30.07.18 篠町森東地域（森東）「保護者との通学路点検」 

▶H30.07.19 曙台４丁目（7・８区）「保護者との通学路点検」 

▶H30.07.24 東輝・詳徳中ブロックの小中学校「ＰＴＡ会長との会議」 

▶H30.07.26 篠町みどりヶ丘地域「保護者との通学路点検」 

▶H30.07.27 篠町ひばりヶ丘地域意見聴取会 

▶H30.08.20 篠町篠南２地域（洗川・池ノ下）「保護者との通学路点検」 
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▶H30.08.21 篠町篠南１地域（赤畑・タウンピア）「保護者との通学路点検」 

▶H30.08.23 篠町篠南２地域（杢殿林）「保護者との通学路点検」 

▶H30.08.27 篠町フェスタ地域「保護者との通学路点検」 

▶H30.08.27 篠町夕日ヶ丘地域「保護者との通学路点検」 

▶H30.08.30 篠町森地域①（森下垣内）「保護者との通学路点検」 

▶H30.08.30 篠町森地域②（森上垣内）「保護者との通学路点検」 

▶H30.09.05 篠町ひばりヶ丘地域①「保護者との通学路点検」 

▶H30.09.05 篠町ひばりヶ丘地域②「保護者との通学路点検」 

▶H30.09.07 篠町ひばりヶ丘地域③「保護者との通学路点検」 

▶H30.09.07 篠町ひばりヶ丘地域④「保護者との通学路点検」 

▶H30.09.25 東輝・詳徳中ブロックの小中学校「ＰＴＡ会長との会議」 

▶H30.11.27 詳徳小学校「学校説明会」説明 

▶H30.11.27 篠町ひばりヶ丘「地区説明会」説明 

▶H30.11.29 つつじケ丘小学校「学校説明会」説明 

▶H30.11.30 南つつじケ丘小学校「学校説明会」説明 

▶H30.11.30 詳徳中学校「学校説明会」説明 

▶H31.03.22 「平成３０年度第２回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

◇亀岡中学校ブロックの取組について 

◇別院中学校ブロックの取組について 

◇東輝・詳徳中学校ブロックの取組について 

▶H31.04.19 篠町ひばりヶ丘地域説明会 

▶R01.05.30 東輝・詳徳中ブロックの小中学校「ＰＴＡ会長との会議」 

▶R01.06.01 つつじ小、南つつじ小、詳徳小「学校間交流」 

▶R01.06.18 篠・森宮区「地区説明会」説明 

▶R01.07.02 曙台４丁目（７区・８区）「地区説明会」説明 

▶R01.07.03 篠町野条・ひばりヶ丘・森洗川区「地区説明会」説明 

▶R01.07.04 篠町森（森・洗川区を除く各区）「地区説明会」説明 

▶R01.07.05 篠町篠・フェスタ・夕日ヶ丘区「地区説明会」説明 

▶R01.07.09 篠町森地域（森上垣内、森下垣内）「保護者との通学路点検」 

▶R01.10.08 篠町ひばりケ丘区「地区説明会」説明 

▶R01.10.17 詳徳小学校「学校説明会」説明 

▶R01.10.23 南つつじケ丘小学校「学校説明会」説明 

▶R01.10.29 詳徳中学校「入学説明会」 

▶R01.10.31 つつじケ丘小学校「学校説明会」説明 

▶R01.11.21 篠南２地区「地区説明会」説明 
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▶R02.04.01 通学区域の変更の実施（安詳→つつじ、安詳→詳徳、つつじ→南つ
つじ、東輝中→詳徳中） 

▶R02.06.01 通学区域の変更に伴う通学路安全啓発運動（詳徳小、つつじ小、南つ
つじ小） 

▶R02.06.03 通学区域の変更に伴う通学路安全啓発運動（詳徳小、つつじ小、南つ
つじ小） 

▶R02.06.05 通学区域の変更に伴う通学路安全啓発運動（詳徳小、つつじ小、南つ
つじ小） 

▶R02.06.08 通学区域の変更に伴う通学路安全啓発運動（詳徳小、つつじ小、南つ
つじ小） 

▶R02.06.10 通学区域の変更に伴う通学路安全啓発運動（詳徳小、つつじ小、南つ
つじ小） 

▶R02.06.12 通学区域の変更に伴う通学路安全啓発運動（詳徳小、つつじ小、南つ
つじ小） 

▶R02.09.17 通学区域の変更対象である児童の保護者を対象とした「学校生活にか
かるご意見」の実施 

▶R02.12.04 「令和２年度第 1 回東輝・詳徳中学校ブロック協議会」 

◇校区見直しにおける「学校生活にかかるご意見」の結果報告について 

◇亀岡地区東部地域について 

▶R03.01.13 通学区域の変更に伴う通学路安全啓発運動（詳徳小、つつじ小、南つ
つじ小） 

▶R03.01.26 通学区域の変更に伴う通学路安全啓発運動（詳徳小、つつじ小、南つ
つじ小） 

▶R03.02.09 通学区域の変更に伴う通学路安全啓発運動（詳徳小、つつじ小、南つ
つじ小） 

▶R03.04.13 通学区域の変更に伴う通学路安全啓発運動（詳徳小、つつじ小、南つ
つじ小） 

▶R03.06.28 人道橋（篠町）共用開始に伴う通学路安全啓発運動 

▶R03.06.30 通学路（ゾーン３０）安全啓発運動 

▶R03.07.07 通学区域の変更に伴う通学路安全啓発運動（詳徳小、つつじ小、南つ
つじ小） 

▶R03.07.12 通学区域の変更に伴う通学路安全啓発運動（詳徳小、つつじ小、南つ
つじ小） 



       学校生活にかかるご意見        亀岡市教育委員会 
平素は、亀岡市の教育行政、学校運営にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 
さて、令和２年４月に通学区域の変更を実施し、新しい学校生活がスタートしました。本来であれば、３月に学校

間交流をしていただき、お子様の不安感をできるだけ解消してお移りいただく予定でした。しかしながら、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止による休校で十分な取組ができずに、学校生活を迎えられたことと思います。そのような中で２学
期に入りまして、現在のお子様の様子はいかがでしょうか。何かご意見等があればお聞かせください。 

なお、今年度から実施予定の詳徳小学校の大規模改修工事ですが、新型コロナウイルス感染症の影響で夏休み
期間を短縮したことにより、工期が確保できなかったため、やむを得ず、令和４年度まで工期を延期して実施することに
なりました。誠に申し訳ありませんが、御理解いただきますようよろしくお願いいたします。 

   詳徳小学校  （   ）年 

１ 通学区域を変更し、どのように感じていますか。該当する箇所に〇を付けてください。 
  また、そのように感じた理由もご記入下さい。 
 
 
 
 
 
２ 何か困りごとや不安に感じていることはありますか。ある場合は主にどのような場面で困りごとや不安に感じています

か。以下の項目で当てはまる箇所にご記入ください。記入しきれない場合は裏面もしくは別紙に記入していただいて
も構いません。 

〇学習面 
 

〇生活面 
 

〇交友関係 
 

〇その他 
 

ご記入いただきましたら令和２年９月２９日までに封筒に入れて封をしてお子様を通じて担任の先生にお渡しくださ
い。 
なお、いただいたご意見につきましては学校長と共有し、より良い学校生活になるように取組んでいきます。また、今後の
亀岡市教育委員会の取組みに活かしてまいります。今後とも何かございましたら学校や教育委員会へ連絡していただ
きますようお願いいたします。ご協力いただき、誠にありがとうございました。 

（問い合わせ先）亀岡市教育委員会 教育総務課 0771-25-5052 

良い 概ね良い あまり良くない 良くない 

 【理由】 

（参考）安詳小学校から詳徳小学校へ移っていただいた児童の保護者を対象としたアンケート 



　　　安詳小学校に残った
　　5年生～6年生（一部例外あり）の生徒の保護者を対象としたアンケート

良い
16%

概ね良い
44%

あまり良くない
14%

良くない
16%

その他
10%

問１ 通学区域を変更し、どのように感じているか。

【問１ 主な意見】
〇学校が変わらず特に変化がないので問題ない。
〇人数が多いから、区域の変更は仕方がない。下駄箱が混まなくなっ
た。
〇詳徳小学校に変わった友達とも放課後に遊べているので問題ない。
〇小学校から中学校への進学がスムーズになると思う。

△通学で下級生が居ない分、責任感が薄れているように感じている。
△少人数だけの区域変更になり、子どもが不安に思っている。
△きょうだいで別れて進学してることが不便で心配。学校の連絡が統一
されていなくて手間がかかる。
△亀岡市教育委員会の対応に不満。

（問２）
【学習面に困りごとや不安を感じている人数 6人】
【生活面に困りごとや不安を感じている人数 6人】
・同じ地域の下級生と関りがなく寂しそう。
【交友関係に困りごとや不安を感じている人数 4人】
・顔見知りの子と離れるのは大きな負担。
・同じ中学校に進学予定の子どもと離れたことでショックを受けてい
る。
【その他 困りごとや不安を感じている人数 9人】
・信号のある場所にシルバーさんなどを配置してほしい。子どもだけだ
と不安。親も就労のため毎回一緒とは厳しい。9号線からシミズ病院の所
を曲がってからの道が、朝は危ない。あの道をもっと何とかしてほし
い。
・子どもが別々の学校に通っていることに担任が配慮して懇談の日程調
整などをしてほしい。分かれて進学していることを理解しているのか。

４３人回答

1



　　   安詳小学校からつつじケ丘小学校へ移動した1年生～4年生（一部例外あり）の
児童の保護者を対象としたアンケート

良い
20%

概ね良い
28%あまり良くない

26%

良くない

その他
20%

問１通学区域を変更し、どのように感じているか
３５人回答

【問１ 主な意見】
〇馴れてきて友達もできて楽しそうだ。
〇交通量が多く、道幅も狭く以前と比べ危険な所もあるが、少人数でまとまって気
をつけて登校できているので概ね良い。
〇先生と接する機会が多くなり、気づいた点や褒めるところなどの電話報告がある
ので嬉しい。
〇通学路のガードレール、緑のラインのおかげで安全に登校していると感じます。

△校区変更に伴い、下の子の幼稚園も変更をしたいので、制服など新しい物に買い
換えたので負担が大きかった。
△学校や先生に慣れるのにものすごく時間がかかっている。大人が思う以上にスト
レスを感じているのが体調に出ている。
△安詳とつつじヶ丘との連絡も不十分で配慮に欠ける部分が多々見受けられる。
△夏は日陰を選んで帰るように指導するのが自然ではないか。横断歩道を渡るリス
クより、熱中症のリスクの方が高いと感じる。

（問２）
【学習面に困りごとや不安を感じている人数 8人】
・まだわからない（参観がなかったりするので）
【生活面に困りごとや不安を感じている人数 5人】
・学校のルール（流れ）に馴染むのに時間がかかる。
【交友関係に困りごとや不安を感じている人数 13人】
・なかなか学校になじめず、信頼できる友人が作れない状況にあります。
・安詳から来た子は二階と三階にクラスが分かれたので交友がなくなり、連絡が取り
づらくなりました。
【その他 困りごとや不安を感じている人数 9人】
・先生方が通学区域を変更した子だと認識されているのか。変更当初は教室の場所な
ど分からず困ったことがあったようなので工夫してほしい。
・交流会は授業の一つとして、4～12月の間に頻繁に行っていただけると思っていた
のに、土曜日に開催されても習い事等で参加できない子が多かった。
・通学区域の変更はもうしないでほしいです。高学年になるほど環境の変化に時間が
かかると思う。
・参観が全くなく、学校生活の様子が全く分からない。少人数ずつなどでぜひ実施し
てほしい。

2



　　　　安詳小学校から詳徳小学校へ移動した
　　　　1年生～4年生（一部例外あり）の児童の保護者を対象としたアンケート

良い
12%

概ね良い
31%

あまり良くない
34%

良くない
10%

その他
13%

問１ 通学区域を変更し、どのように感じているか
６１人回答

【問１ 主な意見】
〇安詳に比べて児童数が減ったので、目が届きやすいと感じる。
〇友達が増えた。子どもたちが楽しそうに通っている。
〇校長先生を始め、先生方が児童をよく見ているので助かる。

△仲の良い友達と別れて進学したことが子どもにとって可哀想。
△通学路が距離が長く危険個所が今でも多い。横断歩道に見守りの人
が2学期から急にいなくなり不安。
△学校間の引継ぎがうまくいっていない。
△通学時の安全面の不安がぬぐえない。
△安詳ラインのように連絡がなく、情報が少ない。

（問２）
【学習面に困りごとや不安を感じている人数 13人】
・コロナの影響で学習が詰め込みで子どもが理解していない。
・安詳の時と比べて学力が落ちていないか心配。
【生活面に困りごとや不安を感じている人数 15人】
・トイレが汚い（多数の声有）歯磨きができないのが理解できない。
・４年生が登校班をまとめるのが難しいと思う。
【交友関係に困りごとや不安を感じている人数 14人】
・なかなか新しい友達ができない。他の学年と子どもと交流させてほ
しい。
・以前仲の良かった友達に会いたいと言っている。
【その他 困りごとや不安を感じている人数 30人】
・通学路に危険個所が多い。保護者だけでなく学校もできる限り見守
りをしてほしい。（通学路については別紙のとおり）
・安詳との交流を増やしてほしい。
・トイレの改修をできるだけ早く行なってほしい。

3



　　　 つつじケ丘小学校に残った５年生～６年生（一部例外あり）の児童の保護者を対象としたアンケート

【問１ 主な意見】
〇同じ環境なので問題ない。
〇本来あるべき区域にやっとなったと思う。
〇6年間同じ学校で充実している。

△南つつじに転校した子が多く、帰り道人気がない所を1人又は少人数で通ってお
り、不審者情報も最近増えているので心配。
△コロナもあり、親子ともに負担が大きすぎました。
△学校が違うことにより新1年などは特に親近感がわかない。親同士はあいさつする
が、子供同士子供の名前もわからない状態である。

（問２）
【学習面に困りごとや不安を感じている人数 5人】
・集団での学習が難しい。少人数で教えて欲しい。
・コロナでの学習の遅れは気になります。
【生活面に困りごとや不安を感じている人数 2人】
・通学区域が従来どおりなら登校班の班長をしたり、最上級生としての役割を担っ
たりできたが5、6年生だけなのでそれができないのが少し残念。
【交友関係に困りごとや不安を感じている人数 3人】
・新しい友達はできたが、前の学校の友達と離れたことに寂しさは感じている
【その他 困りごとや不安を感じている人数 2人】
・学校行事や参観日を同じ日にしないでほしい。

良い
41%

概ね良い
27%

あまり良くない
4%

良くない
14%

その他
14%

問１通学区域を変更し、どのように感じているか

２２人回答

4



　　　　つつじケ丘小学校から南つつじケ丘小学校へ移動した
　　　　1年生～4年生（一部例外あり）の児童の保護者を対象としたアンケート

良い
13%

概ね良い
35%

あまり良くない
26%

良くない
13%

その他
13%

問１ 通学区域を変更し、どのように感じているか

【問１ 主な意見】
〇子どもたちが楽しく通っている。
〇学校までの距離が近くなった。
〇先生の支援が手厚くすぐに馴染めた。

△学校間の引継ぎがうまくいっていないのではないか。
△以前通っていた友達と学校が離れてしまい、交流がしにくい。
△学校を途中から変更するのは親子に負担が大きい。
△子どもがまだまだ不安定な状態が続いている。

（問２）
【学習面に困りごとや不安を感じている人数 6人】
・1クラスの人数が増えたので授業についていけているか心配。
・コロナの影響で授業の様子がわからない。
【生活面に困りごとや不安を感じている人数 5人】
・学期末の給食の終わる日が違うのを何とかしてほしい。
・トイレが暗くて汚く臭いが酷い。
【交友関係に困りごとや不安を感じている人数 9人】
・仲の良い友達と離れて不安、先生のフォローもなく残念。
・移動してきた子どもに交流の場を積極的に作ってほしかった。
【その他 困りごとや不安を感じている人数 4人】
・学校行事や参観日を同じ日にしないでほしい。
・卒業アルバムはどうなるのか。

２３人回答

5



　　　　東輝中学校に残った
　　　　1年生の生徒の保護者を対象としたアンケート

良い
50%

概ね良い
50%

問１ 通学区域を変更し、どのように感じているか

【問１ 主な意見】
〇兄弟が同じ学校だと行事などが見に行きやすい。
〇生徒の割合が平等になるから。

（問２）
【学習面に困りごとや不安を感じている人数 0人】
【生活面に困りごとや不安を感じている人数 1人】
・下校時、一人の時間が長い。
【交友関係に困りごとや不安を感じている人数 0人】
【その他 困りごとや不安を感じている人数 0人】

４人回答

6



　　　　東輝中学校から詳徳中学校に移動した
　　　　1年生の生徒の保護者を対象としたアンケート

４人回答
良い
23%

概ね良い
43%

あまり良くない
13%

良くない
6%

その他
15%

問１ 通学区域を変更し、どのように感じているか

【問１ 主な意見】
〇新しい友達ができて子どもが楽しそう。
〇東輝中に比べて生徒数が減り生活しやすそうに感じる。
〇トラブルなどの問題もなく、良い学校だと思う。

△通学路で整備されていないところが多い。
△自転車登校がしたい。夏は条件的に厳しい。
△街灯を増やしてほしい。

（問２）
【学習面に困りごとや不安を感じている人数 16人】
・コロナもあり勉強が理解できているか遅れが出ていないか心配。
【生活面に困りごとや不安を感じている人数 6人】
・冬は部活を早く終わってほしい。真っ暗の道を帰らせるのが不安。
【交友関係に困りごとや不安を感じている人数 7人】
・仲良しの友達と離れることになり、入学当時は不安な様子だった。
・一時期、不登校になりかけた。その原因は今も完全になくなっては
いない。きちんとした対処をお願いしたい。
【その他 困りごとや不安を感じている人数 17人】
・自転車通学を検討してほしい。ポロシャツを代替品にする許可がほ
しい
・部活数を増やしてほしい。
・帰り道の街灯が少ないので増やしてほしい。

４７人回答

7
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亀岡市立小中学校の規模適正化に向けた歩み 

＜育親中学校ブロック＞ 
 

▶H28.06.02 「第１回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

◇学校規模適正化基本方針について 

◇学校規模適正化（短期的取組）ロードマップについて 

▶H28.09.01 「第２回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」中間報告 

        ◇学校規模適正化推進の状況報告について 

◇小規模特認校の募集等について 

▶H29.01.19 「第３回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

◇前回会議（9/1）以降の主な取組み等について 

◇今後の進め方について 

▶H30.06.18 「平成３０年度第１回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

        ◇別院中学校ブロックの取組について 

◇東輝・詳徳中学校ブロックの取組について 

◇亀岡中学校ブロックの取組について 

▶H31.03.22 「平成３０年度第２回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

◇亀岡中学校ブロックの取組について 

◇別院中学校ブロックの取組について 

◇東輝・詳徳中学校ブロックの取組について 

▶R01.08.28 西部４町自治会懇談会 

◇学校規模適正化における基本的な考え方及び今後の取組について 

▶R02.01.14 「令和元年度第１回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

◇東輝・詳徳中学校ブロックの取組について 

◇別院中学校ブロックの取組について 

◇育親中学校ブロックの取組について 

◇亀岡中学校ブロックの取組について 

▶R02.10.12 「令和２年度第１回育親中学校ブロック協議会」 

◇亀岡市学校規模適正化基本方針について 

◇育親中学校ブロックの児童生徒数について 

◇方針に基づく小中一貫教育制度について 

▶R02.11.24 本梅小学校区「住民説明会」（内容はブロック協議会に基づく） 

▶R02.11.26 青野小学校区「住民説明会」（内容はブロック協議会に基づく） 

▶R02.11.27 畑野小学校区「住民説明会」（内容はブロック協議会に基づく） 
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▶R03.04.18 3 町「住民説明会」 

▶R03.06.04 宮前町湯ノ花平・猪倉地区（青野小学校区）「保護者説明会」 

▶R03.06.11 宮前町宮川区（青野小学校区）「保護者説明会」 

▶R03.06.18 宮前町神前地区（青野小学校区）「保護者説明会」 

▶R03.06.19 東本梅町（青野小学校区）「保護者説明会」 
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●亀岡市学校規模適正化基本方針 

背 景 

○市人口及び児童生徒数の推移 

市人口は、市制施行からピークの H12 まで増加を続けていたが、その後は減少し続けている。一方、

児童生徒数は S60 をピークに、その後は減少し続けている。学校数はＨ２９に高田中学校と川東小学

校が１つになり、義務教育学校ができたことで 17 小学校・7 中学校・１義務教育学校となった。 

 市人口 小学生 中学生 児童生徒数 参 考 

S30 42,537 人 4,435 人 2,665 人 7,100 人 17 小学校・５中学校 

S40 43,335 人 4,300 人 2,559 人 6,859 人 14 小学校・５中学校 

S50 58,184 人 5,128 人 2,187 人 7,315 人 16 小学校・５中学校 

S60 76,207 人 8,528 人 4,073 人 12,601 人 17 小学校・7 中学校 

H 7 92,398 人 7,660 人 3,983 人 11,643 人 

18 小学校・8 中学校 H17 93,996 人 5,898 人 2,822 人 8,720 人 

H27 91,259 人 4,891 人 2,554 人 7,445 人 

Ｒ2 88,182 人 4,688 人 2,270 人 6,958 人 
17 小学校・7 中学校 

１義務教育学校 

（市人口は各年１０月１日国勢調査結果、Ｒ２は令和２年４月１日時点の推計値。児童生徒数は各年５月１日時点） 

基本的な考え方 

○適正な学校規模・配置 

〔学級人数〕 

クラブ活動等の集団活動ができる人数の確保という観点を重視して、適正な 1 学級の人数規模を次の

通り設定しました。 

 適正な 1 学級の人数規模 

小学校 
20～34 人 

中学校 

〔学級数〕 

学校が教育効果を発揮できる適正な学校規模として、クラス替えができ、人間関係の固定化を防ぎ、

多様な集団の形成が図れるという観点を重視して、適正な 1 学年の学級を次の通り設定しました。 

 

 

 

〔通学距離・通学時間〕 

国の基準を準用しつつ、市域が広いという地理的な特性を勘案し、適正な通学距離、通学時間を次の

通り設定しました。 

 適正な通学距離 適正な通学時間 

小学校 4 ㎞以内 
1 時間以内 

中学校 6 ㎞以内 

 
 

 準適正 適正な学校規模 準適正 適正な 1 学年の学級数 

小学校 
６学級～ 12～18 学級 ～２４学級 

2～3 学級 

中学校 4～6 学級 

育親中学校ブロックにおける学校規模適正化の取組について 
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●育親中学校ブロックの現状について 

育親中学校ブロックの児童生徒数 

 
〇育親中学校ブロックの学校別児童生徒数の推移 

 

※R２年度の児童生徒数は、令和２年５月１日現在の数（児童生徒数には特別支援学級入級の児童生徒

を含む） R２年度以降の児童生徒数は、令和２年４月１０日現在の住民基本台帳を基にした数 

※    は、複式学級（見込） 

※複式学級の編成：１２人を上限とし１年生を含む児童数が５人以上の場合は複式学級としない。また、

学年を飛び越えた編成は行わない。なお、児童数が２５人以上の学校は複式学級の数は１とする。 

241

100
139 138 113

69 49
93

37
94

448

201

53 38
0

162 172 161 154

69 66

223
177 203

329 312

143
72

0

100

200

300

400

500

S30 S50 S60 H 7 H17 H27 R2

育親中学校ブロックの学校別児童生徒数の動向

本梅小学校 畑野小学校 青野小学校 育親中学校

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 １年 ２年 ３年 計

本梅小学校 3 9 8 6 12 11 49

畑野小学校 7 5 5 9 5 7 38

青野小学校 9 14 11 9 10 13 66

計 19 28 24 24 27 31 153

本梅小学校 9 3 9 8 6 12 47

畑野小学校 8 7 5 5 9 5 39

青野小学校 9 9 14 11 9 10 62

計 26 19 28 24 24 27 148

本梅小学校 3 9 3 9 8 6 38

畑野小学校 6 8 7 5 5 9 40

青野小学校 4 9 9 14 11 9 56

計 13 26 19 28 24 24 134

本梅小学校 9 3 9 3 9 8 41

畑野小学校 4 6 8 7 5 5 35

青野小学校 7 4 9 9 14 11 54

計 20 13 26 19 28 24 130

本梅小学校 5 9 3 9 3 9 38

畑野小学校 5 4 6 8 7 5 35

青野小学校 8 7 4 9 9 14 51

計 18 20 13 26 19 28 124

本梅小学校 4 5 9 3 9 3 33

畑野小学校 2 5 4 6 8 7 32

青野小学校 6 8 7 4 9 9 43

計 12 18 20 13 26 19 108

学校名
児童数（人） 育親中学校生徒数（人）

R２ 24 20 28 72

R４ 27 31 24 82

R３ 31 24 20 75

R６ 24 24 27 75

R５ 24 27 31 82

R７ 28 24 24 76
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●適正化への取組と今後の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔課 題〕 

・本梅小、畑野小、青野小共に各学年１学級であり、クラス替えができません。今後も児童数

増加の見込みが小さく、複学級化は難しいと思われます。 

・各校とも児童数が少なく、近い将来複式学級※となる可能性が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

〔課題に対する選択肢〕 

・本梅小、畑野小、青野小を 1 校に統合する。 

・本梅小、畑野小、青野小と育親中学校を統合し、小中一貫校として運営する。 

 
  

短期的取組（H28～30） 

〔対象〕既に課題が生じてお

り、教育環境が損なわれてい

る学校 

中期的取組（～Ｒ３） 

〔対象〕近い将来、教育環境

に課題が生じると予測され

る学校 

長期的取組（Ｒ4～） 

〔対象〕将来、教育環境に課

題が生じると予測される学

校 

Step１ 適正化の実施に向けた詳細検討 

Step２ 対象学校区での詳細な検討「(仮称)●●校区適正化実施計画」 

Step３ 適正化施策の実現 

※複式学級とは・・・２つ以上の学年を一つにした学級のこと。たとえば、３年生と４年生

が一つの学級で学ぶようなこと。複式学級では、担当の先生から直接指導してもらえない時

間が出てくるので、十分な学習時間を確保しにくい側面があります。 
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○小中一貫教育制度について 

■義務教育学校とは・・・小学校と中学校を別々の学校ではなく、１つの学校にし、義務教育を一貫し

て行い９年間の系統的な教育、９年間の継続的な生徒指導、１年生から９年

生までの異学年交流などが特徴です。 

■小中一貫校とは・・・小中一貫教育を実施している学校を指します。小中一貫教育とは、小学校（初

等教育）と中学校（前期中等教育の期間）の義務教育期間の９年間で教育上の

目標を教員が共有し、一貫した系統的・継続的な教育カリキュラムで教育を行 

い学習環境が安定することが特徴です。 

 

 義務教育学校 小中一貫校 

修業年限 
９年 

（前期課程６年+後期課程３年） 
小学校６年、中学校３年 

組織 
校長は１人 

（副校長[総括担当]１人を配置 
校長は各学校に１人 

免許 

原則、小学校・中学校の両免許状を併有 

※当分の間は小学校免許で前期課程、中学

校免許で後期課程の指導が可能 

各学校に対応した免許を保有 

教育課程 
・９年間の教育目標の設定 

・９年間の系統性、体系性に配慮がなされている教育課程の編成 

イメージ 

 

 

 

参考 
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亀岡市立小中学校の規模適正化に向けた歩み 

＜別院中学校ブロック＞ 

▶H28.3 「亀岡市学校規模適正化基本方針」策定 
背景・基本的な考え方・今後の進め方・地域別の方向性など 
取    組  短期(H28～30)・中期(～H33)・長期(H34～) 
「(仮称)学校規模適正化地域別推進協議会」の設置 
「(仮称)○○中学校区適正化実施計画」の策定  ⇨より良い教育環境の実現 

 

▶H28.06.02 「第１回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

◇学校規模適正化基本方針について 

◇学校規模適正化（短期的取組）ロードマップについて 

▶H28.06.22 別院中学校 PTA 会長と協議 

▶H28.06.23 「第 1 回別院中学校ブロック協議会」 

        ◇学校規模適正化基本方針について 

◇別院中学校ブロック学校規模適正化実施計画（案）について 

▶H28.07.01 西別院小学校「PTA 説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.07.13 東別院小学校「PTA 説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.07.19 「第 2 回別院中学校ブロック協議会」 

◇小規模特認校制度について 

◇別院中学校の規模適正化について 

▶H28.07.29 別院中学校「PTA 説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.08.20 西別院町自治会「役員説明会」 概要説明、意見聴取 

▶H28.08.29 東別院小学校、西別院小学校、別院中学校 PTA と教育長面談 

▶H28.09.01 「第２回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」中間報告 

        ◇学校規模適正化推進の状況報告について 

◇小規模特認校の募集等について 

▶H28.09.16 市 PTA 連合会説明会 

▶H28.09.21 東別院町自治会長へ説明 

▶H28.11.15 自治会連合会長と教育長面談 

▶H28.12.08 西別院町自治会長と協議 

▶H28.12.09 東別院町小学校コミュニティスクール準備委員会説明会 

▶H28.12.19 東別院町自治会長と協議 

▶H28.12.19 西別院町自治会長と協議 

▶H29.01.17 別院中学校「住民説明会」 概要説明、意見聴取 
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▶H29.01.19 「第３回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

◇前回会議（9/1）以降の主な取組み等について 

◇今後の進め方について 

▶H29.01.30 別院中学校 PTA 会長と協議 

▶H29.02.12 東別院町「住民説明会」 

▶H29.02.20 南桑中学校「学校公開」 

▶H29.03.24 「第３回別院中学校ブロック協議会」 

        ◇前回会議（7/19）以降の主な取組み等について 

◇今後の進め方について 

▶H29.04.01 東別院小学校と西別院小学校で小規模特認校制度を導入 

▶H29.06.23 別院中学校「PTA 説明会」 経過説明、意見聴取 

▶H29.06.27 東別院小学校「PTA 説明会」 経過説明、意見聴取 

▶H29.06.30 西別院小学校「PTA 説明会」 経過説明、意見聴取 

▶H30.06.18 「平成３０年度第１回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

        ◇別院中学校ブロックの取組について 

◇東輝・詳徳中学校ブロックの取組について 

◇亀岡中学校ブロックの取組について 

▶H31.03.22 「平成３０年度第２回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

◇亀岡中学校ブロックの取組について 

◇別院中学校ブロックの取組について 

◇東輝・詳徳中学校ブロックの取組について 

▶R01.05.30 東西別院町自治会長が市長へ要望書の提出 

▶R01.09.13 東別院町自治会「役員説明会」 

▶R01.09.18 西別院町学校統廃合問題検討会議「役員説明会」 

▶R01.12.17 西別院町学校規模適正化に係るアンケート結果について「意見交換
会」 

▶R02.01.14 「令和元年度第１回亀岡市学校規模適正化地域別推進協議会」 

◇東輝・詳徳中学校ブロックの取組について 

◇別院中学校ブロックの取組について 

◇育親中学校ブロックの取組について 

◇亀岡中学校ブロックの取組について 

▶R02.01.23 東別院町自治会「役員説明会」 

▶R02.01.31 西別院町自治会「保護者説明会」 

▶R02.02.06 東別院町自治会「保護者説明会」 

▶R02.07.03 東西別院町自治会長と協議 
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▶R02.08.06 「令和２年度第１回別院中学校ブロック協議会」 

◇別院中学校ブロックにおける学校のあり方について 

▶R02.09.25 西別院町「保護者説明会」 

▶R02.11.02 東別院町「保護者説明会」 

▶R02.11.18 東別院町「保護者との意見交換会」 

▶R02.11.20 東別院町「保護者との意見交換会」 

▶R03.03.19 西別院町「保護者説明会」 

▶R03.03.20 東別院町「保護者説明会」 

▶R03.07.15 「令和３年度第１回別院中学校ブロック協議会」 

◇別院中学校ブロック学校規模適正化実施計画について 

▶R03.07.30 西別院町「保護者説明会」 

▶R03.07.31 東別院町「保護者説明会」 

 



①

②

③

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

15 18 17 21 19 14 11 14 14 17 14 11 7

1 3 6 8 9 7 8 5 3 0 0 0 0

16 21 23 29 28 21 19 19 17 17 14 11 7

中1 2 7 14 8 6 7 6 6 5 6 3 2 2

中2 12 2 7 14 8 6 7 6 6 5 6 3 2

中3 2 12 2 7 14 8 6 7 6 6 5 6 3

44 39 37 31 32 39 41 41 43 43 46 49 53必要数

学
年
内
訳

特認以外

特認利用

計
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R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

別院中学校生徒数見込(R3～R15)

特認以外 特認利用 必要数

◎別院中学校への小規模特認校制度の導入について

課題

・中学校教育に必要な集団の形成ができない現状

・子どもたちにとって最適な教育環境を早急に整備する必要がある

他市の例を参考に生徒数を試算

小規模特認校制度の導入では課題解決が困難
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別院中学校生徒数推移（H14～R3）

R3:16人

H15:132人

0
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

別院中学校生徒数推計比較（H24～R3）

H24住基ベース推計 生徒数（実数）

推計:24人

実数:16人

※H24時点住基ベースの推計と実際の生徒数の推移比較

※特認利用：R3入学児童まで見込んだ数

※必要数：1学級20人×3学年とした場合の数

◎別院中学校生徒数推移・今後見込等



別院中学校ブロック学校規模適正化実施計画【最終案】 

 

趣旨 

子どもたちが健やかに成長していくためには望ましい学習・集団活動を形成し、より良い教育

環境の下に魅力ある学校づくりを進めていく必要があります。 

また、子どもたちは、地域コミュニティの中で様々な年齢や立場の人と触れ合い、社会経験を

積み重ねるとともに公共性を培っていき、社会に適応していくために必要な知恵を身につける必

要があります。 

別院中学校ブロック学校規模適正化実施計画では、子どもたちにとってより良い教育環境の視

点に立って教育活動を効果的に行えるように実施するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施時期 

 令和５年４月から 

 

実施方法 

 令和４年度末で別院中学校を閉校し、令和５年度の新２年生と新３年生の全員が南桑中学校に

編入し、新１年生は南桑中学校に入学します。 

 

［東・西別院小学校で特認校制度を利用していた別院中学校の生徒］ 

 編入先の南桑中学校か住所地の中学校を選択できます。 

 

学用品等について 

 編入後も、これまでの学用品を引き続き使用できるように南桑中学校と協議していきます。 

 また、校章の入った学用品については、できる限り南桑中学校の学用品等を市で準備できるよ

うに考えています。 

小学校で特認校制度を利用して、その後、別院中学校に通っている生徒が住所地の中学校を選

択した場合も、できる限り新しい中学校の学用品等を市で準備できるように考えています。 

 

通学方法について 

 別院中学校のスクールバス２台で東別院回り（府道小林線）と西別院回り（国道４２３号経由、

一部東別院町（南掛）含む）を考えています。 

 なお、詳細は別紙、通学路（案）のとおり。 

 

今後の取組について 

 編入までに、スクールバスの運用や学校間交流、教育課程の整合を図るなど各取組を保護者や

関係機関と連携し、進めていきます。 

 詳細については裏面「スケジュール」のとおり。 

 

 

［通学時のスクールバス］ 

 部活動（朝練習含む）、教育課程等を考慮し、保護者の皆様や学校等の意見を聞きながら、ス

クールバスの運行時間やルート等を検討し、試走等を繰り返しながら検討していきます。 

 

［生徒の不安軽減］ 

・学校間交流 

   生徒が安心して学校生活を送れるように、学校間で連携を図り交流活動を実施するなど、

生徒たちがお互いを知り合う時間をできるだけ持てるように考えていきます。 

 

 ・学級編成時の配慮 

   生徒が安心して学校生活を送れるように配慮していきます。 

 

 ・先生の配置 

   先生の配置については、一定生徒が安心できるような配置を考えていきます。 

 

 ・スクールカウンセラーの配置 

   生徒の心のケアや支援を行うため、スクールカウンセラーを配置しており、継続して支援

を行えるよう考えていきます。 

 

［PTA の規約等］ 

 両校 PTA の規約、役員の選出方法、会費等の調整が図れるような場を設けていきます。 

 

［今後の別院中学校］ 

 別院中学校及び各関係機関、自治会等と連携し、閉校式の取組を進めます。 

 また、閉校後の校舎の活用方法については、関係機関及び地域住民の方々と協議を行い、どの

ように利用していくのが良いか検討します。 

 

［今後の東別院小学校・西別院小学校］ 

 東別院小学校・西別院小学校については、平成２９年度に小規模特認校制度を導入し、少人数

での地域に根差した特色ある教育を推進する中で、児童数の増加を目指してきました。しかしな

がら、学校規模適正化基本方針の中でも喫緊の課題としていた複式学級の解消には至っていませ

ん。 

 今後も地元児童の減少が予測される中、小規模特認校制度について検証し、両小学校の方向性

も改めて検討します。 

 

具体方策 

●別院中学校を南桑中学校へ編入することで、学校教育活動の充実を図ります。 



学校規模適正化事業　スケジュール（別院中学校ブロック）

6か月 １２か月

　 　

　 　

（編入前） （編入後）

生徒数 陸上競技 卓球
バスケッ
トボール

ソフトテニ
ス

バレー
ボール

柔道 軟式野球 サッカー 文化部 吹奏楽部 美術部

R３（実数） R５（推計） R５（推計） 別院中学校 ● ● ●

16人 23人 南桑中学校 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

247人 234人

※推計値は令和３年４月２日現在の住民基本台帳に基づくものです。

※編入後の生徒数は令和５年度の別院中学校の新１年生から新３年生まで全ての対象生徒が編入した場合の生徒数です。

４
月
開
始

（
入
学

）

教育委員会
事務局

編入後の生徒数

南桑中学校 257人

部活動一覧

生徒数

別院中学校

南桑中学校

別院中学校
南桑中学校

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

スクールバス運行ルートの確認・点検

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

生徒の負担や不安の軽減対応

入学説

明会の

案内

入学説

明会の

案内

入学期日

及び学校

指定通知

学校間交流等の計画検討・実施 学校間交流等の実施

学校間の教育課程の整合

（教育課程の編成、年間指導計画、行事計画などの検討） 学校間の教育課程の整合と備品や書類等の移動実施等

生
徒
へ
の
説
明

学校間の教育課程の整合、移動準備

卒
業
式
・
入
学
式

生徒及び保護者の負担や不安の軽減に係る取組 （教職員等の配置・学用品等）

学
校
区
見
直
し
決
定

＝

教
育
委
員
会
会
議

PTA規約等の調整

南
桑
中
学
校

入
学
説
明
会ＰＴＡ規約等の調整

入
学
説
明
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

卒
業
式

地
域
別
推
進
協
議
会

条
例
改
正

＝

議
会

保護者・住民説明会

修
了
式

閉
校
式



 

南桑中学校 

九 折 

 雁 松 

鎌 倉 

城山台 

湯 谷 

南 掛 

万願寺 

柚 原 

西別院小学校 

太 歳 

中ノ谷 

上ノ谷 

別院中学校 

東別院小学校 

曽我部小学校 

亀岡市役所 

国道３７２号線 

国道４２３号線 

府道東掛小林線 

西別院小学校 

犬甘野口 



【学校統合を行った他市の状況調査】

調査項目

統合後の学力について

・近畿圏で統合を行った９市１８校からの回答。

各市の回答

統合を行ったメリット

・複式学級を解消できた（７校）
・集団での学習が可能になり学習の幅が広がった（１１校）
・切磋琢磨できる環境の構築ができた
・多様な考えや多くの意見が出ることで学習意欲や集団活動に活気がでた
（７校）
・統合前の校区のことを知るための地域学習などが盛んになった
・学習の質の維持、向上に効果があった
・人間関係が広がり、社会性が身についた
・他市町への人口流出がなくなった
・教職員数が増えて、多様な指導方法がとれるようになった
・教員にとって、校務分掌等の負担が軽減された
【保護者の意見】
・統合前には生徒指導や教科指導について支援が薄くなるのではと不安に
思ったが、子どもが明るく元気に学校に通っていたり、交友関係が増えて
活発になって良かった
・様々な行事、取組が活発になり子どもが喜んでいる
・規模が大きくなって心配していたが、周囲の友達から刺激を受けて自分
で様々な判断ができるようになっている
・勉強に対して以前よりも意欲がわいているように見える
・競争意識が芽生えていて、統合によるメリットを多く感じる
・統合した地域の学習をする機会が増えたので、その地域の歴史などを知
ることができて良かった
・多くの友達に囲まれ悩みを持ちながらも以前よりも生き生きとしている
・PTA役員の回ってくる回数が減った

統合を行ったデメリット

・通学時間、通学距離が長くなった（３校）
・バスの運行について、天候や交通状況などを鑑みて柔軟に対応しなくて
はならない。
・地域との繋がりを再構築するのに時間を要する（４校）
・統合先の学校の伝統に慣れるのに時間がかかる（３校）
・個に応じたきめ細やかな指導が以前より少なくなっている（５校）
【保護者の意見】
・登下校においてスクールバスの台数制限や積雪時の対応に不満を感じる
・個に応じたきめ細やかな学習の機会が以前よりも少し減った気がする
・バス通学になったことで子どもの体力面が心配
・校区が広がって友達が増えたが、広がった分、遠距離になったため放課
後に同級生と関われる時間が少ない

統合後の子どもたちの様子
について

・集団での活動が活性化した（７校）
・人間関係が広がったことで運動量が上がったり、多様な意見に触れる機
会が多くなった（１３校）
・できなかったゲームや遊びができるようなり、運動場でも活発に活動す
る姿が多く見られるようになった
・体力が同じもの同士での遊びができ、運動量が上がった
・学習面で多様な考えの交流ができるようになった（３校）
・意見の種類も数も多くなり、学習が楽しくなっている
・問題なく楽しく過ごせている（３校）
・交友関係が広がったことで周りの友達に刺激を受け自分で判断できるこ
とが多くなった
・子どもたちの地域に関する視野が広がった

・統合前と変わらず一定の学力を維持をしている（１７校）

統合後の通学方法について
・全区域スクールバス通学（１１校）
・原則スクールバスで通学しているが一部徒歩通学（７校）


